シャボン玉を飛ばそう by 黒田 久喜
0 0 。ー今月の言繹盟。 0 0 0 0 0 0 0 つ 0 0 0 0 0 o O 0 麟8 .! 雪。。
己ャポン玉壱と認を弓
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シャポン王仰誹でも一屡I;J: 終I否した：：：もがあるでしふう。さ弐ざ
が乙，恩うこ突然に割
れてしまうほかな：：、う印履のもつ透明感など恕ガ lぷ斤多系もん。
二んなジャず、、ン王を l吃）（巧エ史しで迩んだ（）、観察したリ祈る乙
もっこ駈的なものになるここでしるう。 1拿大承彩拷老:. ::J. - }--ン
もラャボン王の酵しい緩喉詑鉗を残して l' 沃す。
cぅ夜の作／）方◎
10 c炉の水／こ台所財のら成戎制を115 虚ガ‘ら30 直ぐらt1 (})窟リ合で｀
環尋-Ji 0 名加輝」では、し"ぷうぶなシャ点ン玉が簡単に作れ吠す
が、目に入る乙危険で、しかも鼻ゃのどに原lj 愁を冷げる：：：℃がある
のでオ舶璃し沃しふう。氏た、固形の石げんをJア啄＇って、 o. 弓名が
らぅg ぐらtをお喝 10 三（ーで奢ヵ‘しで作るここもでき紫寄。もづ乙
じぷうぷなラャボン王を作る 1:::.1;); 、グ（）セ（）ンや紛糖を加えてゲて
下ごい。ねば（）笥を出し、水分の毘発を防ぎ、 こわれにくし I :;., ャパ
ン王を作る(/) Iこ役立ち弐祈。ぅ為れたオ信を入れてもこわれなし）多ャボ‘
ン王ができればぷ(l (J) です。
唸呻O 方好ックのつね゜ 1 トロー
ー ）ズJレのし＼ろ＼＇ろ ー
2嘔のシャぷン王・ ツャボソ王のt¥も生
cいろいろなシャボン壬◎
肴ができたら、スト D --やコップで）ズルを作リ、小こなシマポ
ン王、や尤きr;; シャボ｀ ン壬なc;' 認ばして社去しぷう。また、 z# (/)鉗
金のしールでシャボ｀ン壬を窃べらもた I) 、2重や 3雹のジャボン王9
を作ったリ、ラャボン王かも虫やその要砂のぶ℃‘うなど、エ妥祈
和改巧 l乃ない町ボン壬を作れ季す。このB寺、窄器ゃ）ズル,J 立シ
マポン知視らしてお,<'C 慮，Jれるlじ祝Jt あリ祖もん。
©~ ャボン王I(J) 観察⑬
シャポン£をさら Iこのもて観叙してみる乙、＠ぶ Iた表面彰組切
緑子が見え秀印しばらく静ガ／こし乙あ:< (こ、青、須、紫、
赤な幻,• {!)色がし蒻禄徐 1::. ならぷぷう J:::.f-;, I) 戸。やがで和鍔
のつかなl l , 展ぃ暖I::--fc, ぁ予、それがどんぢんこ広がっ乞()き系祈。
:::: (f) 豊，ぃ繰（ま、 l Iちばんう和餓も唸函ミクロンしがな(I 二乙が分
かっ,Z t I森す。一席、 □碕オを自クの恥1 じっくり絨療してみ弐
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